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北海道の教育現況とその問題黙

教育計壷研究室

lま L がき

北海道の教育は北海道の組、合開護栓目標として計聾されなければならない。しかし，組合間護ま

たは開護の融合性ということは，園土の開穫が自然と人聞との}鰻化を目標正することで，北海道・

の綿合開護は道民の生活安定と文化の向上とを目標とするものでなければならない。組合開護は，

や Lもすれば，地下費源の開護，電源の開護，食糧の増産，交通の整備とU、った産業の開穫に偏す

る傾向があるが，これは総合開穫の目標を稀薄にし，その奏効~歪曲させる棋がある。

人聞は自然~開穫し，自然は人間のために，そしてまた人間によって活用される。入聞は開護の

目標であると同時に，去にその方法である。道民の費質と技術とを育成する計蜜が準備されている

かどうか。ここに従来の線、合開護計叢の宮賦が指摘される。

組合開護事業におけb人間の要素は患に人間ひとりびとりの費質と技能のみや意味しない。人々

は参加し，協力し合うところに生活と枇合とがある。そして，この生活と枇舎の機構と機能とは従

来の組合開護計叢がとりのこしたところの未開拓の領域である。締、合開護計登はこの未開護の領域

や看過してはならない。

組合間護事業は，計蓑の樹立と遂行に劃して，絶えざる研究と調賓の能力を蓄積しなければなら

ない。そして研究と調賓の能力は，いうまでもなく研究調査の施設を確立し横充することに外なら

ない。北海道組合開護委員舎はその線、合開張計壷において北海道組合開護研究所設置の必要や認め

ているが，未だその設置栓着手に移すということを聞かない。総合開費計叢の大きな盲黙というべ

きである。

北海道組合間護委員舎文化厚生部舎ではこの離に注目して，特に教育併ヰ舎を設置し，北海道の

教育計餐案を作成することになったが，その費料の調査を嘗研究室に依蝿されたので，留岡清男教

授，木村謙二助教授，佐々木陵介講師が主となり，研究生の協力によって費料の蒐集と整理に営つ

令。そしてこれに基いて委員舎では教育計叢案そ作成したが，ここに護表するものは城戸拳部長が

委員として委員舎で説明しfこ報告書によって特に北海道教育の現況，分析から護見されfこ主要な問題

賄そ指摘したもので，今後の研究&進めて行く目安としすこいのである。

l 義務敬育の問題

(11教育人口の問題

a)教育人口の増加にf料、拳校教の増加を昭和25年度と26年度とを比較して見ると，盲，ろう拳校

を除いて小，中，高，その他の諸拳校はさを般に増加を示しており，特に各種拳校の増加が箸し
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い。これは特殊な職業技能に劃する教育的要求のあらわれと見ることができょう.

b)拳校教の増加に伴V';児童生徒数は全般に増加しているが，特に高等拳校生徒の増加が一持し

い。これは義務教育修了後の繊績教育に劃する要求のあらわれと見ることができる。

‘c)一校嘗り平均児童数は諸拳校とも幾分減少の傾向を示しているが，育，ろう皐校はこれに反し f 
むしろ増加の傾向が見られる。これは育，ろう教育が要望されているにも拘らず，それらの拳

校が増設されないからである。(費料北海道教育概要1951.P .90) 司

l却僻地教育の問題

僻地教育では，教員の資質と教育施設と通拳距離が主主きな問題となる。それは衆落の生活と槻

係する。

いま 1千方粁嘗り人口帯皮の大小によって本道市町村守人口密度10身単位.として唐別し〔加。以

上は単位会50，1仰O以上は500とした)各唐に腿する市町村の全両積を撃校数で除したものを

一撃級官り平均遁拳距離と見倣してみると，第1表に示しにように，人口密度の大なるに従っ

て遁皐距離は減少して行くが，その割合は小皐校，中拳校，高等皐校によって趣を異にしてい

る。人口密度が小さな地域ほど中皐校，高等拳校の遁拳距離は大であるが，人口密度が300乃

至4∞程度の市叉は町になると少くとも中皐校と高等是非校との通塾距離は接近してくる。

これは僻地の児童ほど中等教育そうける機舎に，基くまれないことを示しているちのである。

北海道教育委員曾調夜課による中皐校通皐欣況調査(昭和26年5月〕によると， )通拳距離往復
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北海道の歎育現究とその問題動

二-........三'-;j、手民主「瓦主主戸時主主
4001~45001 3 I 2 I 2 器内町(後志〉

1.6 I 2.5 I 2.5 I 1町可

" ， 

1 合計 2ω5I 腕 333

...， 2りkm以上に謹するものが支醸では0.4%の891人 G調査人員183030人)，市では0.3%の1，017人

ぜι

.. 

、，

ル

(調査人員265，549人)あり，往復時間加O分以上即ち3時間以上を要するものは支躍では0.6

%の1022人，市では0.4%の1108人ある。そして混拳方法は， 距離による方法の相違が集計さ

れていないが，多くは徒歩(支膳の915弘司)935ぬと自縛寧(支膳6%，市55めであるが，

次は汽車によるもの(支醸，市2%)，パスによるもの(支麗，市0.45のである。

これは冬期間の交通事情を考え北海道における大きな教育問題である。

(3) 教育施設の問題

北海道教育概要 (1951)によると危険校舎坪数 (25年4月)は小拳校1，3ω教室， 52，862坪，

中拳校1ω教室， 3，776坪であり，般校舎は小拳校7，65!俳¥i，中拳校8;229坪であり，今後完全整

備するための必要坪教は一般校舎131，144坪，屋内韓操場67，拐3坪である.c最低基準楠E付o.
7坪として算出したもの〕

なお拳校災害事故調査(昭和26年上宇期)によると，この期間における災害として火災10件

風害10件7e数え，火災!京国では閤筒の加熱が字教を占め，風害の主7こる原因は校舎の腐朽によ

るものであるのこれは将来建築上考うべき問題である。

(引教員需給の問題

教員の不足は新規採用数と退職者数との闘係から考察されなければならないが，新規採用は

教員養成の計議と闘係してくる。敬員動態調査統計(昭和お.1.1-12.31)によると， 小拳校

では，新規採用数2，898(教員数に劃する比率18%)に封し退職者数1，423で，その内線免以上

が613，臨菟以下が810であり，中拳校では新規採用車主1，781(195めに封し，退職者数9ωで，

その内椴菟以上515，臨免以下394である。

これで見ると，小拳校では臨菟以下のもの，中毒是枝では椴菟以上のものに免許を輿えること

が!紫念毎要する針策であり，同時に無資格者の新規採用は不経捕であるどいえよう。

それに退職者の年令を見ると，一般に20-30歳のものが多いことは教員養成の計叢から見て

大きな問題である。

道立教育研究所の教員養成措充計叢によると(研究紀要3参照)欝師範拳校の卒業生で小，

中拳校への就職揮は905杉であるが新制拳事大のそれは785杉となってU泊。これは，塾大は教員

養成治主fこる目的とはしているが，卒業生には教員となる義務がないからであろう。

本道の教員養成計叢にとっては将来の準大は明確な教育計費7et.こてる必要がある。

将来の教員需給関係7e闘滑にするためには撃事大撃や現在の二倍にする必要がある。なお特

殊拳校〔盲ろう養護拳校〕教員養成はこの算定に含まれていないから別途に計壷する必要があ

る。 l態念策としては臨時教員養成所の横充並に設置の必要がある。
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高等拳校の教員養成について現況そ見ると，菟許欣~興え得る拳校としては，北悔j重大皐，

帯庚斎:たで，北星拳園短期大拳では高校英語の椴発が興えられるにすぎない。勝~E園立として

6 

~ 
~ 

、，

は小樽商大，室蘭工大，私立としては藤女子短期大挙，ヲミ使厚生短期大事，札幌A短期大撃にも

教職評棋の設置による有資格者を養成させることが必要である。

高等皐校教員楠充の現況身みると，新規採用者数689に封し蕎大137，臨教55，

師30，各種拳校62となっており，その内道内よりの採用255，道外よりの探用384である。道内

の奮大は北海道大拳であるから，その昭和25年度卒業者卒業後の欣況調査(昭和26年6月30日〕

や見ると，第2表に示すように， 915人の内敬育関係に従事したものは91人であるが，

撃部別に見ると，農挙部0，器準部，法経部は 0，最も多いのは理皐郁の33人で，予たは文等生部

臨専355，奮

それ在

同附設教員しかし水産拳部の前身である水産専門事校は12人，の12人，エ拳部は5人である。

-4， 

-司

養成所は29人ある。
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XI別式外I'~l人，外1滞日差別する。

言f

不業無

A 
E可

、4これで見ると高等暴校普i通科の敬訪は北大で養成できるが，営業科の教員採成はTt!めないこ

とになる。これを将来他の単科大拳で養成するか，北大の虫I~き組合大撃で義成すべきであるか

吋1¥1題である。それに現欣では道内からの柿充41%に封し道外からは59%となっている。将来

ますこ維持すべきかピ問題である。

現献では特殊教育に3討する閥心がi偉いようで，先に述べfこようにそれらの教育施設も極めて

貧弱であるが，特殊教育を必要とする児童数あ昭和24年10月1日の開勢調査による 4-18歳

この比重容が維持されるか，

の本道兇定数:1，生60，681に3討し推計して見ると，

宮教育については，
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弱4¥見児教 約3，040(0.2%と見積る〕

育児教 約 730(0.05%と見積る)

となり， もし弱硯児~脱力保存拳級に牧容するとすれば 1 拳級20名として約150拳級や設け

る必要があり，吉見の現在牧容者は約200名であるから，現施設の約2.5倍の規模に横充する必

要がある。 したがって教員数も現在の約50名を約125名に増員する要があり， これに伴って教

員養成の計諜をたてる必要がある。

ろう教育については，

難聴児数 約2，045(0.0014，9広と見積る)

ろう児dk 約1，461(0.001%と見積る)
これに封し現在ろう拳校校拳中のもの613名， 宮ろうあ施設牧森のもの略50名であるから，

現在の規模~約 5倍に捕充する必要があり， しすこがってこれに際ずる教員養成の計叢必ずニてる

必要がある。現在の敬員数は生30名程度にすぎ.なU、。

精紳遅滞児教育については，

精紳遅滞児教 約3，∞o(約2%と見積る)
これを特別拳級或は施設に入れるとすれば，皐級生徒敏20名として約150拳級が必要となり，

これに謄ずる教員の養成が必要である。

北海道民生部婦人児童課の調査(昭和25.9.30)によると，菅ろうあ児施設2.牧森児教101

人，精紳縛弱児施設3.牧容児教135人にすぎなu、。

E 産業教育の問題

a)中拳校における職業・家庭科の現紋

闘立教育研究所の金闘小， 中拳校教育課程調査(所報第9.10競)によると北海道の中拳校

じおける職業・家庭科は，その教育課稗の進歩性において最も劣っているとU、う結果を示して

いる。これは北海道の産業開護及ぴ生活改善にとって重大な問題である。その主なる理由は施

設の不完全と趨格な教員の不足とである。

中撃校卒業後の欣況&昭和25年度について見ると，男子では高等拳校への入拳が最も多く

(必%).就職では農業がこれに次いでいる (22.8%)。女子では高校への入撃 (29.3%). ヲた

いで農業 (29%).無業 (21%)の順で無業の多いことが男子に見られない現象である。

b)高等拳校における職業・家庭科の現欣

北海道教育委員合調査課の調査によると〔敬育統計要覧昭和26年度〉公立通常高等拳校で普

通謀穂高F履修するもの49，501(男28，417.女21，084)に劃し農業に闘する課程4，l49.c男3，935

女214)，水産に闘する課程1，141(男1，ω4.女生7).商業に闘する課程6，537(男5，148，女1，3

89)，工業に闘する課程5，976(男5，965.女11)，家庭技醤に闘する課程228(女228)で，専門戸

課程としては商業，農業，水産，工業，家庭の11慌になっている。私立では女子商業撃校が多い

ために普通課程7，3弘(奥丸O必，女5，301)にヨたいで家庭技襲に位するものが多いが (1，891)，

やはり工業生7生(男子のみ)，農業269(男子のみ)，水産Oの順になっているσ



日 教育計費研究室長

公:u:定時制高等拳校ではヨえのような割合.:i'示してU、ゐ。

普通課科， 20，359 (男16，761，女3，578)

農業課税 3 ， 8~3 (男3，363，女470)

水産課税 211 (男152，女59)

工業課税 2，247 (男2，241，女6)

商業課税 1，693 (男1，538，女95)

家庭技事課税 513 (女513)

これは定時制高校においても持活科が主となり職業・家庭科が軽脱されていることを示すも

のであるO

そして中皐校冶卒業して高等拳校へ入塾するものと就職するものとでは就職するものの方が

多いのであるから，産業教育の問題としてはむしろこれらの職業人の教育を考える必要があ

る。その教育制度としては定時制高等事校の外に各種拳校，職業諸市導所があるが，青年拳級に

3討する要望も弧くなってきている。これは教育の機合均等の鮪から検討を要する問題であるが

これらの事費は北海道の開殻を促進する産業技術者の養成としては考うべき問題争提供するも

のである。

、f

、，

ヨたに昭和25年度高等拳校卒業者の卒業後の朕況調査によると男子では上級拳校への入撃は3， .~ 

598人であるが，産業に従事するもの4，060人，商業1，539人， サービス業1，411人， 公務1，147

人，公益事業6叫ん無業897人であり，女子では上級拳校への入拳者.870人に封し産業2，950人

サービス業894人，公務681人，商業528人，公益事業110人， 無業2，251人である。 これは高校

の卒業生は進撃者よりも就職者の方が多く，男女共に産業に従事するものが多いことを示して

いるのであるが特に問題とすべきは女子の無業者が多いことである。

更にこれや課程別に見ると，普通科で上級事校への入拳者は23%にすぎず，農業に闘する謀

程で農林業に従事するもの22%，水産に闘する課報で漁業及び水産養殖業は325弘工業に闘す

る課程で第2次産業に従事するもの36%，商業に閲する課程で公務を除く第3攻産業に従事す

るもの46%とU、う数字ぞ示している。これは専門課程が専門の職業教育としてあまり千交立てて

いないことを示しているものである。道立教育研究所の調査によると(研究紀要第2挽〕第1

弐及び第2次産業に関する課程を履修しすこものが第3次産業に従事するものの多い事費を示し

ている。これは高等拳校教育課程の不合理や曝露するもので，特に産業教育の振興のためには

高等事校における職業謀棋の改遣を行う必要が認められる。しかしこれは大壌におげる専門課

程において同様に認められるもので，北海道大拳における昭和25年度卒業者卒業後の欣況調査

そ見ると，農拳部卒業生で農，林，水産の第1次産業に粧事するもの12人，鏑，建設，製法89

人，商，金融，通運， サーピス18人，公務37人であり，エ皐部卒業生で農1人，繍，建設，製

撞72人，商，金融，遁謹， サービス姐人，公務1人である。

これは高等拳校の職業課程は大事の専門課程を反映していること栓示すものであり，従って

高等拳校における職業課程改遣の必要があるとすれば，それは従来の大拳における専門課程を

履修しに者によってはなし得ないものとU、えよう。

h 

ー，

~ 
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高等拳校における職業課程T.e揖充するには，適格な敬員の採用及ぴ養成，産業教育既設の整

備績充が必要である。

産業教育振興法による昭和27年度の北海道に劃する楠助金は21，3却，900闘であり，その分配

は中央審議舎で定めた基準に劃し10-50%の設備T.e有するものに認められたが公立高等拳校の

基準額に劃する割合栓見ると第3表の如く，農業課程では50%以上のものは皆無であり 0-5

%にすぎないものが58%じ及んでいる。これは定時制高校の多くが含まれているが，将来職

業・家庭科を中心とする定時制の敬育計叢是樹立するためには，それらの施設T.e横充すること

が念務である。水産課程て沖ま50%以上のものが17%あるが，工業課税では 5%にすぎず 0-

第 3表 a 公立高帯学校(農業課程〉基準額に対する割合

孟長聖ヨ:玉Jï!__二正1:ι;互[}民会長 lF互主~'二三二
。-5
5-10 

10-15 

15-20 

20-一回

25-30 

30-35 

35-40 

40--45 

29 

4 

2 

3 

2 

2 

;li l j l 

b 公立高等学校(水藤課程ヨ基楼閣に対する割合

33 

6 

6 

4 

4 

3 

長主[__~~__!_J_~一一互1__~---~ I~王王，-- ~j(Mi:-=~=J二三二:
ト 51 21  31  -1  5 
6-10 I 2 

11-15 2 2 

16-20 2 

21-25 

26-30 

31-35 

36-40 

41-45 

46-50 

51-55 

56-60 

61-65 

66ー 70

71ー 75

76-80. 

日1-8ラ

86-90 

9oー100

計 |6!Bi-14  18 
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5%のものが265杉もある。

北海道の開護を促進するため産業教育の振興には少くとも金閣を標準として定められた基準

額に建ーした施設在有していなければならない。然るに文部省の示した分配規定によっては補助

の封象となり得ないものが多数であり， しかも，それらが50%以上のものではなく10%以下の

ものであるとすれば，北海道に於ける産業教育の振興は産業教育振興法によっては到底望み得

ないものであるから，この不備を柿うには北海道に劃する補助の特例を認めるか，或は北海道

開護法による補助の逮栓講ずるより外に方法はない。産業教育振興法は大塾教育~封象としな

いから大拳における産業教育の指興は別途の財政的慮置や必要とする。

c)大拳敬育の問題

道立教育研究所による本道各大拳よりの回答による損充計叢築の調奈(研究紀要第3蹴P，133) 

~見ると，それらの計議内容は北海道組合開護身促進するための合理的な組合計設とは認めら

れなb、。同研究所による産業別必要指導者数の推定から道内大拳の牧容カそ見ると，昭和31年

の計叢童文に劃して40%1こも満たない翼主である。 (P130，第15，16表)これは大拳各拳部の牧容

カの増大必要望することになるが，むしろ問題は北海道組合開護に即臆する大撃のカリキユラ

ム改遣にあり， しかもそれは一大拳の単調計義に終らず，道内大拳の融合計叢に基くもの Cな

ければならない。特に大撃における産業技術者の養成問題をとりあげて見れば康業開護に必要

な技術の種類と程度とに際じて，特殊な専門課程在考えなければならな~ .0 

-ー

I 

v調
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大暴における産業指導者の養成としては，大韓次の三つが考えられる。

1. 産業に従事する専門的技術者の養成

2. 産業&指導する研究者の養成

3. 産業を指導する教育者の養成• 守--
(1)は主として短期大皐で養成する。短期大拳の教育課程は一つの専門課程を中根として構成さ

ザ れることが望ましい。これに教職課程を併置することは無理である。

ト

It> 

ι 

(2)は締、合大拳及び阿年制単科大撃で養成する。大拳院は締、合大拳に設置することが望ましh、。

(31は四年制単科大撃に教職課程在設置して養成することもできるが，高等拳校の職業・家庭科

は総合技術教育を必要とするから，組合大等生の教育象部に職業・家庭科の皐科なり講座なり在

設け，他挙部との提携によって職業・家庭科の教員を養成することが望ましい。

高等拳校における産業教育にとって最も必要であるにも拘らず，その指導者を得がたいのは

賞管指導の教員 (Shopteacher)である。 12貰D作自iこ-')---::ごく

盟 ニ・三男教育の問題

北海道の組合開費には日本の過剰人口の移殖が計叢の一つに考えられているが，北海道の人口は

自然増加率が高いのみでなく，帯桟失業人口としてのニ・三男の問題があり，この解決策を考える

ことが先決問題である。

北海道開拓部の調査によると，調査農家の生産年令唐における賓稼働者480，812人中潜在失業者

と見倣されるものは51，503人で金韓の10.7%であり，全闘の場合には女の比率が腿倒的に多くなっ

ているのに反して，北海道の場合は男女の比率が伯仲している。これは相調的に男の比率が高いこ

とぞ示しているもので，北海道の特異性である。そして他出を希望するものは男では息子が最も多

いのであるが，潜在失業者として最も多いのは拳校卒業によるもので52%を占めている。

二・三男の問題は主として農地制度の改革と家族制度の因襲との闘係から起るのであるが，北海

道の第}弐産業，特に農業における原始的な生産様式は農地の分譲によって，ますますそれを近代

的に技術化することや困難にし，農村の貧乏問題は解決できなくなる。農村の人には，現在のよう

な主主藤様式では，生産のためにはむしろ不足であり，生活のために過剰となるのである。農村にお

けるこ・三男の問題はこの生産と生活との矛盾から起るのであり，その教育問題は農家のこ・三男

に劃する職業指導の問題である。

他出J.e必要とするものが希望する職業は農業が最も多いのである杭第三弐産業，特に公務職員

そ希望するものは多くなる傾向や示している。これは北海道の組合間護計叢から見ても大きな問題

である。一般に第}次産業についての職業教育や受けたものが，第三次産業へと就職する傾向のあ

ることは産業教育或は職業指導の立場から者えなければならない問題であろうが，これはむしろ組

合間護計査の問題である。

一般に産業は第一夫産業から第二失，第三夫産業へ護達する。そして北海道の組合開護は北海道

の盤情を自立させる立場から，第二次産業の開護に重鮪をおくぺきであると主張される。しかし，

北海道の第一共産業はまだ近代的に技術化されていない。それや高度に技術化することが先決問題
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であり，そのための第二究麗業の護達が必要なのである。況や第一夫，第二弐産業の護建に伴わな

い第三夫産業の護遣は不自然な護達であって，北海道の組合間護はこの賄在問題として計謹しなけ

ればならないのである。二・三男の教育問題も彼等に撃すする正しい職業指導ゃなし得る総合間費計

譲を樹立しなければ解決することはできないのであるo l":;¥・4下ーによT付け れ三 i立行信!ご「ーは

が，その養成のためには大拳に寅験及ひ。貫習のためのヱ場を設置することが必要である。そして

これは締合大拳に設置することが望ましいから，北海道大拳に総合賓験工場~設置する。これは大

拳生の寅験質管のために利用すると同時に教育拳郁に附属定時制組合高等拳校を設置し，それ~生

徒の賓習及ぴ生産作業場とする。ますここの工場は技能者の養成及び一再教育在行う職業楠導施設とし

て利用する。

更にこの工場は大撃のみでなく各種試験研究所の貫験工場としても利用し，特に北海道線、合開護

計聾の賞施に必要な賓験試作治行う工場とする。そしてその組合開護計叢そ樹1I.するにめに，大拳

及び各種研究機関の協力による組合間護研究所を設立する。(この研究所の機構及び機能について

は北海道線、合開護委員合の教育計議案に示されている。〕

IV女子教育の問題

先に示したように中拳校及ひ高等撃校在卒業したもので無業の多いのは女子である。それに上級

拳校への進撃率も女子は低い。これは北海道の組合間穫にとって重大な問題である。女子の高等教

育ぞ普及するにも，その事長養~高めることが先決問題である。

高等拳校の家庭科を履修するものは女子に限られているが，その数も極めて僅少である。これは

中拳校及び高等拳校の職業・家庭科の改遣や必要とする問題で，それには遁格な教員の養成が先決

問題となる。そして特に家庭科の教員として女子密教育することが必要である。家庭科のみでなく

}般に義務敬育捻常の教員としては女子が姐絡であるから，高等拳校では特に女子のfこめに将来敬

員となるに必要な教養を輿えるような教育を計査すべきである。

北海道では 4-5歳の人口に封して幼稚園の児童震は3%にも達していなU、。昭和26年の幼稚園数

は48であるが，公立は金道に2しかなく，幼稚園教員の養成機関もない。児童繭祉法による保育所

は公立24，私立56，牧零児教6，253人であるが，これによって幼稚園教育の不足や補うことはでき

ない。

また，拳令児童で不就撃のものは，小拳校で3，050人， 中拳校では449人合計3，499人ある。これ

らを牧容する保護施設と認められるものは養護施設10(546人)，精紳薄弱児施設3(135人)，盲ろ

うあ児施設3(101人)，教護院2(101人)，児童厚生施設3(127人)等で合計990人 (28.35のを

牧容しているにすぎない。これらの児童幅祉事業の横充は女子に遁営な仕事と教養~輿えるものと

なる。

V 生活殺育の問題

(1) コン tユェティー・センターの設置

教育委員舎調査課の長期欠席児童生徒調査報告(昭和26年5-11月〕によると，小拳校では6，44

， 
寸

、，

日4

咽

」
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2人，一校平均5.2人，中拳校では10，515人，一校平均10.8人であるo

長期欠席の主fこる理由は病筑のため (35.05め，家庭が教育に無関心 (28.1%)，怠惰 (14.25め，

家計を助けなければならない (6.25めであるが保護者の職業を見ると， 中拳校では農業， 水産，

自由勢働が多数を占めているω 家降が教守に無関心であると云うのは，家庭の生活問題からきてい

ることで，これまでの教育が生活から遊離していたことを示すものとも云える。

農，山，漁村の僻地教育では特に皐校は生活中心の地域社舎拳校でなければならない。拳校がコ

ンtユニイー・センターとなり，生活中心の拳校となることによって僻地教育の問題は解決する。

拳校在コン t ユニテ-1~・センターとするためには通拳距雛によって皐恒を定め，一拳直に拳校

パス;a備え，児童の遁撃のみならず村民の交通に利用し，まfこそれを巡回診擦或は巡回聞書館に利

用すれば，拳校教育と枇舎敬育とはー韓となり，僻地の交通在護遣させることにもなる。

兼務の形態が大きくなれば，星第校の外に公民館の設置が必要となるが， この場合にも公民館と拳

校とは築部のコン iユニユティー・センターとしての機能を護揮させるだけの施設を具備しなければ

ならない。

(21啓蒙指導

ー北海道線、令開穫の計叢を賓現するには，その計謹&道民が理解し，それに協力することが肝要で

あゐ。そのすこめには皐校教育に於ては組、合間護計叢に基く教育課程の編成，教科書の編集が必要で

あり，刑:合教育においては?ス・コミュニケーシヨン，パプリツク・リレーシヨンズ;a通しての道

民の啓蒙指導が必要であるが，その指導目標与を明示し誼嘗な教材;a提供するのが先に提案した組合

開護研究所でなければならない。

l31保健瞳育

北海道における保健鰭育は冬季における指導の問題である。暴校において屋内運動場の施設が必

要であるように，枇舎においてはレクリエーシヨン・センタ{としての公民館又はスポーツ・セン

ターの設置が必要である。

VI歎宵財政の問題

教育財政は教育計叢や賞施し，その教育能率;a高めるに必要な経情的保件を護足させる政治的措

置である。したがって，地方敬育財政の貫態は地方で賓施されている教育政策是具瞳的に示してい

るものとU、えよう。北海道教育委員曾調益課の報告じよると，昭和25曾計年度の教育費線額は9，86

0，123，619闘で，拳校自櫨の教育費が92%，枇曾教育費が25杉， 教育行政機関授が6%となってい

る。そして拳校敬育自曜の敬育費の支出項目別の経費を見ると園庫補助金によるものでは，消費的

支出が157，790闘， 資本的支出が403，066，630闘であり， 道支出は消費的支出が3，697，648，150閏，

費本的支出が323，184，307闘，市町村支出は消費的支出が2，730，125，7伍固，費本的支出が1，506，58

4，036聞となっていゐ。それは債務償還費が道支出では5，705，924極1，市町村支出では64，032，120li'il 

となっている。そして消費的支出において最も多額を占める支出はいうまでもなく教職員の給興費

である。

この事賞は絡戦後の教育財政は教育の地方分権制と行政の地方自治制によって，教育費の地方負
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捲が過重になったことぞ示すちので，特に義務教育の延長に伴う拳校増設のために過大な費本的支

出が地方に負わされfこのであり，そのために6・3制が問題になっ7このである。これは全闘的な問

題であり，そのために義務教育費闘庫負推法が制定されるようになったのであるが，これに劃しで

も教育の地方分機制と中央集権制との闘係が問題となる。

北海道の教育財政としては，北海道の教育計霊を樹立し，その賞施のために必要な橡算築在作成

台園町

イ

しなければならないのである。北海道の拳校教育資で生徒一入賞りの金額をさを閣のそれと比較して v 

見ると，全圏平均の5，908闘に1討し6，426ffllであり，全闘平均右k担っているのである。しかし，生

徒一入賞りの金額の多少は必ずしも教育の充費度栓表わすものではないのである。生徒一入賞りの

経唱をは拳校の規模によって契るのであって，本道の場合では大きな拳校ほど経費はむしろ安くなっ

ているのである。これに反し教師ー人営りの経貨は小さな皐校ほど安くなっているのであって，こ

れは北海道の拳校には寧級複式の如き小さな拳校が多いことや示しているのである。昭和26年度の

教育費について北海道新聞(昭和28年1月12日)は次のように報道している。

生徒一人質りの敬1料理をみると，幼稚閥は5，891fr1}で金問でl1f立， 小型連校は7，037U:i1で4位， 中腹校は9，161

脱で東京についで2f"立，普遁高校は16，739附で 3f"立，定時制高校は13，065附で6f"立となっており，特殊教育は

71，403阿で会開ーを誇っている。

この「全圏一治誇っているJとU、う表現が問題であって，これは必ずしも誇るに足ることではな

い。生徒一人嘗りの最小必要の教育費や定め，生徒数の増加に伴って教育費が増額されることが教 4 

育の機舎均等凸、う立場からはー望ましいのであって，北海道の特殊教育は決して普及徹底している

とはU、えないのである。幼稚闘の如きは金闘で11{立であるといっても，金道に公立幼稚閣は4つし

かないのである。義務教育授が闘庫負捨となれば，北海道の教育財政としては総合開護栓促進する

に必要な産業教育の振興と新生活漣動の推進のすこめの拳校教育狭及ひ宵t合教育費の増額を闘ること

に重黙をおくべきであろう。殊に枇合教育究は，金閥的な傾向ではあるが，拳校教育に比して余り

にも僅少にすぎ司る。特に北海道では組合開護~促進する上にその増額が必要である。

北海道の教育財政として研究や要するのは地方教育財政の問題である。地方教育委員合の設置は

いろいろな鮪で問題であるが，特に地方財政との隣i係で051難な問題が生ずるであろう。公共事業と

しての事交育に劃する地方民の閥心度は地方財政において占める教育費の割合によって示される。北

浴j宣における市町村費と教育費との比韮容は次表に示すように地方によって可なりの相違が認められ

第 4表 明ー有郎会計年度(当初予算)，における市町村費と教育費との比率〈北海道〉

14 ~5 13 

13 6~10 4 

12 11~1 ラ 2 

。 。
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る。

敬育費の比率が高い地方は茨鏑地借に多く，低い地方は漁業地帯に多いようであるが，これは財

源の性質によるもののようである。 cこれについての調査は別の機舎に護表するつもりである)問
1 題は敬育の機舎均等という立場からこれらの地方差是いかに平均化するかである。これまでの園庫

補助は主として費本的支出費に嘗てられていfこが，義務敬育費の闘庫負婚は教員の給輿に嘗てられ

v ることになる。これによって教員の身分は闘家公務員として保障され人事の交流は闘滑に行われる

;r 

lIt 

としても，支出が定員定額制による場合には生徒数に謝する教員定員算定の基準Ja考慮しないと北

海道のように単級複式の小さな拳校の多い地方では不利になる倶がある。地方の教育財政にとって

は僻地における敬育計叢が重要な問題となるが，これは教育行政の問題と闘謹してくる。

VII教育行政の問題

地方教育委員舎の設置がu、かなる結果沿もたらすかは今後の問題であるが，特に北海道の如き人

口の稀薄な僻地の庚い面積を有する地方では，その機構と機能については特別な研究を必要とす

る。教育委員合制度は民主主義教育の特徴であるが，その成立が日本の場合には， アメリカの場合

とは逝の方向に進展したのであり，中央集権制の固執的傾向がま詑可なり強く残存しているので，

地方分権制が民主主義教育の本質栓どのように護揮するかは問題である。しかしアメリカでは逆に

地方分権が中央集権の方向へ進展しているのであるから，今後の問題はこのこつの方向をいかに調

整して行くかにある。殊に北海道の場合には組合開殻の計義を樹立するためには現在の支膳による

行政区割そのものが問題なのであるから，教育計蚤が組合間護に即臆する計棄であるかぎり，教育

行政mi劃も北海道の地方開費計葺に即磨、して新たに設定しなければならないであろう。敬育行政匿

事lの設定は敬育財政の問題と切離しては考えられないのであり，地方教育財政の不均衡を調整する

には，道教育委員舎と地方教育委員合との中間に地方教育委員舎の連絡協議曾の如き組織を作るこ

とが必要であろう。義務教育捲嘗の教員の給輿は圏庫負櫓になるとしても，その他の支出は地方で

負婚しなければならないのであるから，その地方差を調整するためには道の財政的補助によらなけ

ればならなU、。道の教育委員舎の主要な任務はこの賠に存するのであるが，これまでの日本の政治

では財政的補助は政治的支配になり易いのである。義務教育の金額闘庫負擦が問題にされるのも，

かような中央集機化への危倶によるのである。民主主義における岡家の財政政策が「支配なき補助J

Ja原則とするならば，教育財政の中央集様化はそれほど危慨するには及tまないであろう。義務敬育

の闘庫負携が賓施されるにしても，その他の地方敬背佼ι封してはヰ可街交附金による調整が挺に必

要であろう。

む す び

以上は北海道における敬育現況の分析から将来解決を必要とする問題酷や指摘してみたのであ

る。北海道の教育計蓄はこれらの問題栓解決する方策の樹立である。しかし，ここに指摘した問題

黙は主として教育の形式的な制度であるが，教育計蓄は制度の前に内容を問題にしなければならな

い。教育の内移は教育の目標身示すものであり，その目標に到達させる方法として制度が研究され
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なければならないのである。北海道の組合開稜ぞ目標とした拳校教育及ひー枇合敬育のカリキユラム

改造の研究が今後の研究課題として遇されているのである。
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SUMMARY 

Present educational condition in Hokkaido and its probrems 

The Education Planning Laboratory 

The educational planning in Hokkaido must be planned in connection with its plann-

ing of the General Development. 

And the planning of the General Development in Hokkaido must have its own target 

in the stability of living and the rise of culture of people. 

Has any plan to raise their quality and ability been furnished? 

Herein we have to ponit out its blind side in the old plan. 

The ability of untiring surveys and investigations should be stored up for its proj配 ts

and practice around this enterprises. 

The ability of surveys and investigations will come from the stability and enlarge-

ment of facilities of the research. Drawing purposely attention on this point at the 

conference of the Culture同rehabilitation Dept. in the Hokkaido General Development 

Comm. has set up an Education Branch Society to make the draft of educational plan 

and they have left the research work to our laboratory. 

Those published herein， are devotedly the main points discovered from the analysis 

of present condition in Hokkaido and may pro凶blybe used to fix anyone's aim in 

order to advance future stiIdy. 

Main items 
1 Problem on compulsory education. 
a. Problem on educational population. 
b. 17 education in the remote places， 
c. 17 educational facilities. 

~. d. 17 demand & supply of teachers. 
II Problem on industrial education. 
a. Present condition of occupation and home配 onomicsin the junior high 
配 hool.
b. 17 senior high配 hool.
c. Problem on university education. 

111 Problem on 2nd and 3rd son. 
IV Problem on girls' education. 

レ V 17 education on the living. 
a. 17 establishing of com，mnnity centre司

b. Guidance on enlightment， 
c. H田 ltheducaticn. 

VI Problem on educational finance. 

VII 17 administration. 

Conclusion : Edl1cationa1 contents are to have a target. 

In order to' get it reached， the system has to be studied. 

Future probrems will be in' the research on the reconstrl1ction of curriculum of ~hool 

and adu1t education towards the Gel1eral Dev. of Hokkaido. 


